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選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

オオツルコウジ 
本県の生育地は局限していて，個体数は極めて少ない。森林の伐採や

林内の攪乱などで生育環境が悪化し，絶滅の危険性が極めて高い。 

 

豊後水道域 

 

 

本州(千葉県以西，伊豆七島)，九州(大分・鹿児島) 

 

 

海岸の崖地林内。 

 

 

県内では｢豊後水道域｣の島の林内に生育しており，個体数はごく僅少

である。 

　 
　 
ヤブコウジ科 
Myrsinaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IA 
IB

Ardisia montana
 (Miq.) Sieb. ex Franch. et Savat.

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ミヤマコナスビ 
県内では南部や西部地域に生育し，個体数はかなりみられる。森林伐
採や道路工事による環境変化で，生育地の減少が懸念される。 
 
津江山地，玖珠丘陵地・山地，九重火山群，大分川・大野川丘陵地，豊
後水道後背地域，大野川上流域，祖母・傾山地，北川上流域 
 
本州(紀伊半島)，四国(一部)，九州(熊本・大分・宮崎) 
 
 
丘陵地や低山地の林縁。 
 
 
生育状態の安定している所が比較的多い。 
 
 
ソハヤキ要素の植物。 

　 
　 
サクラソウ科 
Primulaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Lysimachia tanakae Maxim

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
 
備 考  

オニコナスビ 
 
 
 
(英彦山・犬ヶ岳山地)，(九重火山群) 
 
 
九州(福岡・佐賀・熊本・大分) 
 
 
丘陵地や低山地の渓谷林縁。 
 
 
「英彦山・犬ヶ岳山地」，「九重火山群」での標本はあるが，その生
育地は把握されていない。「耶馬渓地区」のものは大水により生育地
が消滅した。 
 
基準標本産地［山国町苅又山］ 

　 
　 
サクラソウ科 
Primulaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
IB

Lysimachia tashiroi Makino




